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ンス・ケア・プランニング 

ペインクリニッ
ク 

36 巻別冊
秋 

S613-S61
8 

2015 

Author：長谷
川 貴昭(岐阜
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山岸暁美,  
森田達也, 他 

「在宅の視点のある病棟
看護の実践に対する自己
評価尺度」の開発および信
頼性・妥当性の検証 
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ついて 

Palliat Care 
Res 

10(2) 130-134 2015 

山脇道晴, 
森田達也, 他 

ホスピス・緩和ケア病棟に
おけるご遺体へのケアに
関する遺族の評価と評価
に対する要因 

Palliat Care 
Res 

10(2) 101-107 2015 

森田達也, 他 特集にあたって 認知症
のあるがん患者の緩和ケ
ア 

緩和ケア 25(4) 264-265 2015 

森田達也 落としてはいけない Key 
article 第 4 回倦怠感に対
する精神賦活薬の比較試
験の積み重ねでみえてき
た緩和ケアにおけるプラ
セボ効果・ノセボ効果の役
割 

緩和ケア 25(4) 318-323 2015 
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木澤義之, 
森田達也, 他 

大学病院入院中のがん患
者の突出痛の頻度に関す
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森田達也 イベント前パルス療法 緩和ケア 25(6) 519-520 2015 

森田達也 落としてはいけない Key 
article 第 6 回 Liverpool 
Care Pathway 騒動が警告
するエビデンスの裏づけ
のない施策の危険性 
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